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科目の概要
DP2・3を踏まえ、音楽科教育の意義および小学校学習指導要領に示された音楽科の目的を理解した上で、その指導方法を修得することを目的として
いる。小学校音楽科教科書を使用しながら、「A表現」「B鑑賞」領域の教材曲を中心に体験しながら教材研究を行い、それを授業に具体的に展開す
る手立てを学ぶ。学習指導案の作成と模擬授業を通して、指導を展開する
ために必要な実践力を育成する。また、各領域の関連や6年間の見通し、また他教科との関連、子どもの発達との関連も視野に入れる。
この科目は、「音楽科研究」の学修を基礎としており、その後の「児童音楽」へ発展する。

学修内容 到達目標

① 学校教育における音楽教育の意義および小学校音楽科
の目的と内容を知る。
② 「A表現」「B鑑賞」の教材研究を行う。
③ 教材研究をもとに授業を計画し、模擬授業の実践を通
して、音楽科の指導方法を実践的に理解する。

① 学校教育における音楽教育の意義および小学校音楽科
の目的と内容を説明することができる。
② 「A表現」「B鑑賞」の教材研究の方法を習得し、授業
計画に活用することができる。
③ 授業計画と模擬授業を通して、音楽科の指導方法を提
案することができる。

学生に発揮させる社会人基
礎力の能力要素

学生に求める社会人基礎力の能力要素の具体的行動事例

前に踏
み出す
力

主体性 授業のねらいを理解し、演奏や指導の技術を向上させるために主体的に活動に取り組むこ
とができる。

働きかけ力

実行力 計画を基に見通しを立て、練習や発表ができる。

考え抜
く力

課題発見力 自己や他者の授業案、模擬授業、表現等から課題を見つけることができる。

計画力

創造力 どのようにしたら音や音楽、言葉で自分の思いや考えを伝えることができるのか考えるこ
とができる。

チーム
で働く
力

発信力

傾聴力

柔軟性

情況把握力

規律性

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

・課題に対して音や音楽、言葉で表したり、伝えたりすることができる。
・批評した音や音楽について、知覚・感受した根拠を基に発表することができる。

他者の意見を受け止め、自分の考えを捉え直すことができる。

自分の都合を優先することなく、集団のルールを守ることができる。

テキスト及び参考文献

小島律子『小学校音楽科の学習指導』廣済堂あかつき
教育芸術社.小学校音楽科教科書１～6年
その他、適宜プリントを配布する。
参考文献：文部科学省『小学校学習指導要領解説　音楽科』

他科目との関連、資格との関連

他科目との関連：本科目は、専門科目の教科及び教科の指導法に関する科目の一部である。「音楽科研究」や他教科等
において獲得した知識・技能を活用し、その後の「児童音楽」で教材研究等を発展させる。
資格との関連：小学校教諭一種免許

学修上の助言 受講生とのルール
・どうしたら児童にとって音楽を苦手にならずに学べるか、授業を進めながら一緒
に考えていきたい。
・幼小接続を踏まえ「こども表現（音楽Ⅰ・Ⅱ）」や「音楽科研究」を単位認定さ
れていることが望ましい。
・準備物：ソプラノリコーダー（小学校で購入したものでよい。新たに購入する場
合は、アウロス製または鈴木楽器製を推奨する。）

・科目の性格上、基本的にすべて出席する。ただし、やむを得ない
事由による欠席および遅刻・早退等の取り扱いについては、本学の
学則等に則って判断する。
・指示があった時間は、リコーダーを持参する。その他、初回授業
時に共通理解を得るものとする。
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【到達目標の基準】

【評価方法】

到達レベルS(秀)及びA(優)の基準 到達レベルB(良)及びC(可)の基準

S(秀)　 指導案、レポート、PCRシート、模擬保育の実
践、各発表、実技試験、積極的な授業参画等を総合し、90
点以上が取得される。
A(優)　 指導案、レポート、PCRシート、模擬授業の実
践、各発表、実技試験、積極的な授業参画等を総合し、80
～89点が取得される。

B(良)　 指導案、レポート、PCRシート、模擬保育の実
践、各発表、実技試験、積極的な授業参画等を総合し、70
～79点が取得される。
C(可)　 指導案、レポート、PCRシート、模擬保育の実
践、各発表、実技試験、積極的な授業参画等を総合し、60
～69点が取得される。

評価方法 評価の
割合

到達目標 各評価方法、評価にあたって重視する観点、評価についてのコメント評価
対象

学
期
末
試
験

平
常
評
価

学
修
成
果

学
修
行
動

総合評価
割合

100

①

0

②

③
筆記（レポー
ト含む）・実
技・口頭試験

①

0

②

③小テスト

① ✓

50

指導案、レポート、PCRシートについて、以下の観点で評価する。
・音楽教育の意義、小学校音楽科の目的と内容を説明することができ
る。
・「A表現」「B鑑賞」の教材研究の方法が修得されている。
・教材研究をもとに授業計画を立て、学習指導案を作成することがで
きる。
・指導案の内容や流れが妥当で、体裁が整っている。
・適切な観点で模擬授業の振り返りができている。
提出期限が遅れた場合は減点する。

② ✓

③ ✓レポート

①

40

模擬保育、各発表等について、以下の観点で評価する。
・作成した学習指導案をもとに模擬授業を実施できる。
・共通教材の歌唱伴奏の実技試験では、教育現場で実践できる演奏
技術を身につけ向上させている。

② ✓

③ ✓

成果発表（プ
レゼンテー

ション・作品
制作等）

① ✓

10

（主体性）授業のねらいを理解し、演奏や指導の技術を向上させるために主体的に活動に
取り組むことができる。
（実行力）計画を基に見通しを立て、練習や発表ができる。
（課題発見力）自己や他者の授業案、模擬授業、表現等から課題を見つけることができ
る。
（創造力）どのようにしたら音や音楽や言葉で自分の思いや考えを伝えることができるの
か考え表現することができる。
（発信力）・課題に対して音や音楽、言葉で表したり、伝えたりすることができる。
・批評した音や音楽について、知覚・感受した根拠を基に発表することができる。
（傾聴力）他者の意見を受け止め、自分の考えを捉え直すことができる。
（規律性）自分の都合を優先することなく、集団のルールを守ることができる。

② ✓

③ ✓
社会人基礎力
（学修態度）



B(良)　 指導案、レポート、PCRシート、模擬保育の実
践、各発表、実技試験、積極的な授業参画等を総合し、70
～79点が取得される。
C(可)　 指導案、レポート、PCRシート、模擬保育の実
践、各発表、実技試験、積極的な授業参画等を総合し、60
～69点が取得される。

週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

1

・オリエンテーション
・小学校学習指導要領
における音楽科の目標
と内容

講義・演習 音楽教育の意義、小学
校音楽科の目的と内容
を説明することができ
る。

予習：シラバスおよび
教科書の目次を読み、
概要をつかんでおく。
復習：学習指導要領音
楽科に関する課題を
PCRシートにまとめ
る。

180
主体性
傾聴力
規律性

2

・常時活動と〔共通事
項〕
・共通教材の歌唱とそ
の伴奏

講義・演習 ・共通事項について説
明することができてい
る。
・共通教材の歌唱とそ
の伴奏の教材研究の方
法がおおむね習得され
ている。

予習：教科書の〔共通
事項〕の関連部分を読
み、概要をつかむ。
復習：〔共通事項〕に
関する課題をPCRシー
トにまとめる。本時の
常時活動の指導法を復
習する。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

3

・常時活動と〔共通事
項〕
・音楽科の授業の構想
・学習指導案の書き方

講義・演習 音楽科の授業の構想を
理解し、指導案の書き
方がおおむね習得され
ている。

予習：指定された指導
案を読み、概要をつか
んでおく。
復習：指導案の書き方
のポイントをPCRシー
トにまとめる。本時の
常時活動の指導法を復
習する。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

4

・歌唱に関する常時活
動
・A表現 歌唱領域
（各学年の内容と教材
研究、授業の構想と指
導案の作成）

講義・演習 歌唱と〔共通事項〕と
の関連、発声の発達、
歌唱の授業展開等をお
おむね説明することが
できる。

予習：教科書の歌唱指
導に関する部分を読
み、概要をつかむ。
復習：歌唱に関する課
題をPCRシートにまと
める。本時の常時活動
の指導法を復習する。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

5

A表現 歌唱領域の模擬
授業と振り返り(1)

演習 ・作成した学習指導案
をもとに模擬授業をお
おむね実施できる。
・適切な観点で振り返
りをまとめることがで
きる。

予習：学習指導案を作
成し、模擬授業の準備
をする。
復習：歌唱の模擬授業
の振り返り、授業構成
や指導法の改善をまと
める。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

6

A表現 歌唱領域の模擬
授業と振り返り(2)

演習 ・作成した学習指導案
をもとに模擬授業をお
おむね実施できる。
・適切な観点で振り返
りをまとめることがで
きる。

予習：学習指導案を作
成し、模擬授業の準備
をする。
復習：歌唱の模擬授業
の振り返り、授業構成
や指導法の改善をまと
める。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

7

・器楽に関する常時活
動　※リコーダー持参
・A表現 器楽領域（各
学年の内容と教材研
究、授業の構想と指導
案の作成）

講義・演習 器楽と〔共通事項〕と
の関連、楽器の名称と
演奏方法達、器楽の授
業展開等をおおむね説
明することができる。

予習：教科書の器楽指
導に関する部分を読
み、概要をつかむ。
復習：器楽に関する課
題をPCRシートにまと
める。本時の常時活動
の指導法を復習する。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

8

A表現 器楽領域の模擬
授業と振り返り(1)
※リコーダー持参

講義・演習 ・作成した学習指導案
をもとに模擬授業をお
おむね実施できる。
・適切な観点で振り返
りをまとめることがで
きる。

予習：学習指導案を作
成し、模擬授業の準備
をする。
復習：器楽の模擬授業
の振り返り、授業構成
や指導法の改善をまと
める。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
規律性



週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

9

A表現 器楽領域の模擬
授業と振り返り(2)

演習 ・作成した学習指導案
をもとに模擬授業をお
おむね実施できる。
・適切な観点で振り返
りをまとめることがで
きる。

予習：学習指導案を作
成し、模擬授業の準備
をする。
復習：器楽の模擬授業
の振り返り、授業構成
や指導法の改善をまと
める。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

10

・鑑賞に関する常時活
動
・B鑑賞（各学年の内
容と教材研究、授業の
構想と指導案の作成）

講義・演習 鑑賞と〔共通事項〕と
の関連、鑑賞の授業展
開等をおおむね説明す
ることができる。

予習：教科書の鑑賞指
導に関する部分を読
み、概要をつかむ。
復習：鑑賞曲を聴き、
教科書を見ながら、曲
の構成など課題をPCR
シートにまとめる。本
時の常時活動の指導法
を復習する。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

11

B鑑賞 の模擬授業と振
り返り

演習 ・作成した学習指導案
をもとに模擬授業をお
おむね実施できる。
・適切な観点で振り返
りをまとめることがで
きる。

予習：学習指導案を作
成し、模擬授業の準備
をする。
復習：器楽の模擬授業
の振り返り、授業構成
や指導法の改善をまと
める。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

12

・音楽づくりに関する
常時活動
・A表現 音楽づくり領
域（各学年の内容と教
材研究、授業の構想と
指導案の作成）

講義・演習 音楽づくりと〔共通事
項〕との関連、音楽づ
くりの授業展開等をお
おむね説明することが
できる。

予習：教科書の音楽づ
くり指導に関する部分
を読み、概要をつか
む。
復習：音楽づくりに関
する課題をPCRシートに
まとめる。本時の常時
活動の指導法を復習す
る。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

13

A表現 音楽づくり領域
の模擬授業と振り返り
(1)

演習 ・作成した学習指導案
をもとに模擬授業をお
おむね実施できる。
・適切な観点で振り返
りをまとめることがで
きる。

予習：学習指導案を作
成し、模擬授業の準備
をする。
復習：音楽づくりの模
擬授業の振り返り、授
業構成や指導法の改善
をまとめる。

180

主体性
創造力
発信力
傾聴力
規律性

14

A表現 音楽づくり領域
の模擬授業と振り返り
(2)

演習 ・作成した学習指導案
をもとに模擬授業をお
おむね実施できる。
・適切な観点で振り返
りをまとめることがで
きる。

予習：学習指導案を作
成し、模擬授業の準備
をする。
復習：音楽づくりの模
擬授業の振り返り、授
業構成や指導法の改善
をまとめる。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

15

音楽科教育法の総括
教材研究、学習指導案
作成と模擬授業を振り
返り、①音楽科教育の
意義および目標、②指
導方法について確認す
る。

講義・演習 音楽科の指導方法につ
いて要点をおおむねま
とめるこどができる。

予習：これまでの授業
のプリントや教科書を
振り返る。
復習：出された課題曲
について教材研究を行
い、授業を計画し、学
習指導案を作成するこ
とができる。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性


